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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文は，携帯電話等のモバイル端末上で眼底画像を診断できる支援システムの構築を目的とし，従来の
支援システムにはなかった眼底画像の高精細・スケーラブル化機能を実現するために，2つの重要な手法を
提案し，その有効性を論じている。
　その 1つは，眼底画像から毛細血管を高精度に抽出する手法である。従来，眼底画像からの血管抽出法と
して，Gauss函数を使った matched ﬁlter法が一般的であった。しかし，眼底画像の血管モデルについて検
討した結果，matched ﬁlterで使われている正則函数クラスの Gauss函数では高精度な血管抽出は困難であ
ることが分かった。これを解決するために，非正則函数クラスの 2次フルーエンシ DA函数系をベースとし
たmatched ﬁlterの構成法を提案し，高精度な血管抽出を可能とした。
　他の 1つは，ビットマップ形式による眼底画像の品質を保持し，それを任意に拡大・縮小しても品質が損
なわれない 2変数フルーエンシ AD/DA函数系による解像度変換手法である。従来の解像度変換手法では，
眼底画像を拡大することにより，毛細血管のエッジ部分にジャギーを生じるという問題があった。この問題
を解決するために，前述の血管の輪郭線情報を保持しつつ，解像度変換に際しての血液の色情報を 2変数フ
ルーエンシ DA函数系で再現することにより，高精細・スケーラブルな眼底画像の提示が可能となった。
　本論文では，従来の解像度変換の代表的な手法である双線形補間法，3次畳み込み内挿法に比べて，本提
案手法が解像度変換後も毛細血管の境界や血液を鮮明に表示可能であることを定量的に，また定性的に示す
ことにより，提案手法の有効性を実証している。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文において，シャノンの標本化定理を一般化したフルーエンシ理論による符号化・復号化方式を，画
像の品質に関して厳しい条件が課される眼底画像へ適用することにより，眼底画像の高精細化の問題とビッ
トマップ形式では達成不可能なスケーラビリティの問題を同時に解決したことは，情報工学上貢献するとこ
ろが大きいと判断され，学位論文として高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
